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指摘事項 
 

 評価できる点 
類鼻疽菌の薬剤耐性機序を明らかにするために研究を進めた結果、特定の遺

伝子上の系統特異的な多型変異が、耐性の出現頻度や耐性度に違いを検出した

ことは、実装を目指した LAMP法による検査法の開発にも期待ができる成果
として評価できる。 
また、日米の研究協力体制が明確にして研究を進めたことや若手研究者の育

成を行ったことは、本事業の趣旨にも合致した取り組みとして評価できる。 
 
 疑問点、改善すべき点 
一年間の研究期間中には論文発表や学会発表には至らなかったが、今後米国

との連携を行い、研究で得られてた成果を発信することを期待する。 
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